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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成31年2月28日(2019.2.28)

【公表番号】特表2018-508391(P2018-508391A)
【公表日】平成30年3月29日(2018.3.29)
【年通号数】公開・登録公報2018-012
【出願番号】特願2017-558785(P2017-558785)
【国際特許分類】
   Ｂ２９Ｃ  48/92     (2019.01)
   Ｂ２９Ｃ  48/40     (2019.01)
   Ｂ２９Ｂ   7/48     (2006.01)
   Ｂ２９Ｂ   7/58     (2006.01)
   Ｂ２９Ｂ   7/84     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   5/00     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２９Ｃ   47/92     　　　　
   Ｂ２９Ｃ   47/40     　　　Ｚ
   Ｂ２９Ｂ    7/48     　　　　
   Ｂ２９Ｂ    7/58     　　　　
   Ｂ２９Ｂ    7/84     　　　　
   Ａ２３Ｌ    5/00     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成31年1月15日(2019.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　押し出されるべき材料を駆動するための２つの噛合スクリュー（２０）を含む押出機（
１）を監視及び制御するための方法であり、押し出されるべき材料が前記押出機により処
理されている間に、
　－前記押出機内の前記材料の流れの中で、前記材料の粘度を連続的に測定すること、及
び
　－関連する材料の粘度測定の結果から、前記押出機（１）を調整すること
を含む方法であって、
　前記押出機（１）を調整するために、前記噛合スクリュー（２０）に沿って前記押出機
が前記材料で充填され、前記材料の粘度測定の結果に基づいて、前記押出機の材料充填レ
ベルが、これらのスクリューより下流で、前記材料のための経路部を調整することによっ
て変更されることを特徴とする、方法。
【請求項２】
　前記押出機（１）が、
　－内部で、前記噛合スクリュー（２０）が回転しており、かつ、前記材料がこれらのス
クリューの作用の下で進んでいる、シース（１０）と、
　－前記シースの下流端に配置され、かつ、前記シース（１０）を出た前記材料が、前記
噛合スクリューの作用の下で流れる流路（４３Ａ）内に配置された、出力装置（４０）と
をさらに含み、前記押出機（１）を調整するために、前記シース（１０）内の前記材料充
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填レベルが、前記流路（４３Ａ）の経路部を調整することで調整される、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　粘度が、前記出力装置（４０）の前記流路（４３Ａ）内で、前記シース（１０）を出た
前記材料について測定される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記押出機（１）が、前記材料の粘度測定の結果に基づいて、
　－前記スクリュー（２０）の回転速度、
　－前記駆動スクリュー（２０）が回転している前記シース（１０）に課された温度、
　－前記押出機に導入された、固体及び／又は液体の１つ又は複数の成分の組成、
　－前記押出機に導入された、固体及び／又は液体の１つ又は複数の成分の流量、並びに
　－前記押出機内の前記材料の脱ガス、
から選択される前記押出機の少なくとも１つの動作パラメータをさらに調整することによ
って調整される、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記押出機（１）により処理された前記材料が、非ニュートン性である、請求項１～４
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　押出機（１）であり、
　－シース（１０）であって、内部で、２つの噛合スクリュー（２０）が回転して、押し
出されるべき材料が前記シース内を進んでいる、シース（１０）と、
　－前記押出機内の前記材料の流れの中で、前記材料の粘度を測定するための測定手段（
４３．２）と、
　－前記シースの下流端に配置され、かつ、前記シース（１０）を出た前記材料が、前記
噛合スクリューの作用の下で流れる流路（４３Ａ）内に配置された、出力装置（４０）と
を含む押出機であって、
　前記押出機（１）が、前記シース（１０）が前記材料で充填された材料充填レベルを変
更するように、前記流路（４３Ａ）の経路部を変化させるのに適した可変手段（４３．４
、４３．５、６０、６２；４３．４、４３．５、６０’）をさらに含むことを特徴とする
、押出機。
【請求項７】
　前記可変手段が、前記流路（４３Ａ）に可動に配置され、前記流路を可変に閉鎖する閉
鎖部（４３．４）を含むことを特徴とする、請求項６に記載の押出機。
【請求項８】
　前記閉鎖部が、前記流路（４３Ａ）を可変に閉鎖するためのフラップ（４３．４）を含
み、前記フラップが、前記流路内の前記材料の流れ方向と実質的に垂直な軸（Ｚ－Ｚ）周
りで旋回するように、前記流路を横切って配置されたことを特徴とする、請求項７に記載
の押出機。
【請求項９】
　前記測定手段（４３．２）が、前記閉鎖部（４３．４）より上流に配置されたことを特
徴とする、請求項７又は８に記載の押出機。
【請求項１０】
　前記可変手段が、前記測定手段（４３．２）により提供された信号（Ｓ１）に基づいて
従属制御された、制御ユニット（６２）を含むことを特徴とする、請求項６～９のいずれ
か１項に記載の押出機。
【請求項１１】
　前記可変手段が、手動の制御部（６０’）を含むことを特徴とする、請求項６～９のい
ずれか１項に記載の押出機。
【請求項１２】
　前記測定手段が、前記出力装置（４０）の前記流路（４３Ａ）内に配置され、かつ、前
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記流路内を流れる前記材料の粘度を測定する、粘度測定センサ（４３．２）を含むことを
特徴とする、請求項６～１１のいずれか１項に記載の押出機。
【請求項１３】
　前記流路（４３Ａ）が、前記粘度測定センサ（４３．２）を固定して運び、前記可変手
段（４３．４、４３．５、６０、６２；４３．４、４３．５、６０’）の少なくとも一部
を運ぶ、前記出力装置（４０）の専用のモジュールケース（４３．１）内に画定されたこ
とを特徴とする、請求項１２に記載の押出機。
【請求項１４】
　前記出力装置（４０）が、上流端に、前記モジュールケース（４３．１）より上流に配
置された、前記シース（１０）の下流端に接続するためのプレート（４１）をさらに含む
ことを特徴とする、請求項１３に記載の押出機。
【請求項１５】
　前記出力装置（４０）が、下流端に、前記モジュールケース（４３．１）より下流に配
置された、前記出力装置を出た前記材料を成形するための型（４２）をさらに含むことを
特徴とする、請求項１３又は１４に記載の押出機。
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